
鶴
岡
市
議
会
３
月
定
例

会
が
３
月

日
閉
会
し
ま

22

し
た
。

皆
川
治
市
長
の
初
め
て

の
通
年
予
算
と
な
る
平
成

年
度
一
般
会
計
予
算
、

30特
別
会
計
予
算
な
ど
の
予

算
議
案
、
国
の
補
正
予
算

に
伴
う
交
付
金
決
定
を
受

け
て
追
加
提
案
さ
れ
た
29

年
度
補
正
予
算
な
ど
市
長

提
案
の

議
案
は
す
べ
て

52

可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
（
予
算
案
は
本
紙
２

月

日
号
参
照
）

25

「
後
期
高
齢
医
療
改

悪
」「
介
護
保
険
料
引

き
上
げ
」
に
は
反
対

日
本
共
産
党
市
議
団

は
、
市
議
会
で
初
め
て
一

般
会
計
当
初
予
算
案
に
賛

成
。
菅
井
巌
議
員
が
党
市

議
団
を
代
表
し
て
賛
成
討

論
を
述
べ
ま
し
た
。

反
対
し
た
の
は
、
国
の

制
度
改
悪
で
低
所
得
者
の

負
担
増
と
な
る
「
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会

計
」
と
、
介
護
保
険
料
が

値
上
げ
と
な
る
「
介
護
保

険
条
例
の
一
部
改
正
」
の

２
議
案
の
み
で
、
厚
生
常

任
委
員
会
の
採
決
で
反
対

し
、
本
会
議
の
討
論
の
中

で
反
対
を
表
明
し
ま
し

た
。新

政
ク
ラ
ブ
か
ら
提
案

さ
れ
た
「
附
帯
決
議
」
は
、

草
島
進
一
議
員
を
除
く
全

会
派
の
賛
成
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

附
帯
決
議
は
、
「
地
域

ま
ち
づ
く
り
未
来
基
金
」

に
関
し
、
事
業
執
行
に
ル

ー
ル
を
設
け
る
こ
と
や
、

金
額
が
特
定
地
域
に
偏
ら

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、

財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩

し
た
ら
積
み
増
し
を
行
う

こ
と
な
ど
を
求
め
て
い
ま

す
。党

市
議
団
が
提
案
し
た

「
国
民
健
康
保
険
制
度
に

お
け
る
子
ど
も
に
係
る
均

等
割
保
険
料
（
税
）
の
軽

減
に
関
す
る
意
見
書
提

出
」
は
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

月
議
会
で
継

12
続
審
査
と
な
っ
た

「
特
急
い
な
ほ
号
、

上
越
新
幹
線
に
関

す
る
請
願
」
は
、

全
車
両
に
電
源
タ

ッ
プ
とW

i
-
F
i

を

求
め
る
も
の
で
す

が
、
地
方
議
会
の

意
見
書
提
出
は
「
「
国
会

ま
た
は
関
係
行
政
庁
に
提

出
」
（
地
方
自
治
法
第
99

条
）
と
さ
れ
、
民
間
企
業

で
あ
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
対

す
る
意
見
書
は
不
適
当
で

あ
り
、
反
対
多
数
で
不
採

択
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
電
源
タ
ッ
プ
と

W
i
-
F
i

設
置
は
、
議
会
と

し
て
も
要
望
し
て
い
く
と

し
て
い
ま
す
。

「
核
兵
器
禁
止
条
約
批

准
」
請
願
、
自
民
系
会

派
だ
け
反
対
し
不
採
択

３
月
議
会
で
最
大
の
争

点
に
な
っ
た
の
は
、
「
核

兵
器
禁
止
条
約
の
署
名
・

批
准
を
国
に
求
め
る
意
見

書
提
出
に
関
す
る
請
願
」

（
つ
る
お
か
被
爆
者
の
会

・
原
水
禁
鶴
岡
田
川
地
区

協
議
会
・
原
水
禁
田
川
地

区
会
議
）
で
、
新
政
ク
ラ

ブ
が
反
対
し
、
政
友
公
明

ク
ラ
ブ
が
退
席
。
党
市
議

団
と
市
民
ク
ラ
ブ
、
無
会

派
が
賛
成
し
ま
し
た
が
、

賛
成

、
反
対

で
不
採

11

15

択
と
な
り
ま
し
た
。

日
の
本
会
議
で
、
長

20
谷
川
剛
議
員
が
「
核
兵
器

が
安
全
保
障
に
有
益
な

ら
、
多
く
の
国
が
核
兵
器

を
持
て
ば
よ
り
安
全
な
世

界
に
な
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
全
部
の
国
が
持
て

ば
、
一
番
安
全
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
そ
ん
な
議
論

を
信
じ
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
」
と
の
国
連
会
議

で
の
発
言
な
ど
を
引
用

し
、賛
成
討
論
し
ま
し
た
。

一
方
、
新
政
ク
ラ
ブ
は

石
塚
慶
議
員
が
反
対
討
論

に
立
ち
、
安
倍
政
権
と
同

様
に
核
抑
止
力
論
の
立
場

で
国
連
の
核
兵
器
禁
止
条

約
に
対
す
る
反
対
論
を
展

開
し
、
請
願
に
反
対
し
ま

し
た
。
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問

国
会
で
生
活
保
護
制

度
の
改
正
が
検
討
さ
れ
て

い
る
。

生
活
保
護
基
準
は
、
低

所
得
者
を
対
象
と
す
る
他

の
施
策
の
給
付
水
準
や
給

付
対
象
な
ど
に
連
動
し
、

就
学
援
助
や
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
上

限
月
額
、
保
育
料
基
準
な

ど
が
含
ま
れ
る
。

制
度
改
正
で
、
ど
の
よ

う
な
影
響
が
あ
る
か
。

健
康
福
祉
部
長

市
の
生

活
扶
助
額
が
い
く
ら
に
な

る
の
か
等
の
情
報
が
ま
だ

国
よ
り
示
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
現
段
階
で
は
把
握

で
き
な
い
。

国
の
情
報
で
は
都
市
部

の
基
準
額
が
引
き
下
げ
ら

れ
、
地
方
郡
部
は
一
部
世

帯
を
除
き
引
上
げ
ら
れ
る

試
算
と
な
っ
て
お
り
、
平

成

年
度
に
お
け
る
市
の

30
基
準
額
は
現
在
と
大
き
な

差
が
な
い
と
予
想
し
て
い

る
。こ

の
こ
と
か
ら
、
生
活

保
護
基
準
額
を
用
い
た
例

え
ば
就
学
援
助
制
度
に
つ

い
て
は
影
響
が
少
な
い
と

判
断
し
て
い
る
。

問

就
学
援
助
の
対
象
と

な
り
、
こ
の
４
月
か
ら
小

中
学
校
へ
入
学
さ
れ
る
新

１
年
生
の
家
庭
に
対
し

て
、
入
学
準
備
の
学
用
品

費
が
入
学
前
に
支
給
さ
れ

る
。県

内
で
も
、
本
市
と
同

様
に
小
学
校
で

自
治

10

体
、
中
学
校
で

自
治
体

11

が

年
度
入
学
分
か
ら
実

30
施
予
定
。

現
在
の
申
請
・
認
定
状

況
と
、
支
給
予
定
は
。

教
育
部
長

小
学
校
入
学

予
定
者
に
つ
い
て
は

人
42

が
申
請
、
う
ち

人
が
認

40

定
。
中
学
校
入
学
予
定
者

に
つ
い
て
は
、
新
た
に
申

請
の
あ
っ
た
９
人
の
う
ち

８
人
が
新
規
認
定
。
既
に

認
定
を
受
け
て
い
る
小
学

校
６
年
生
の

人
を
加

94

え
、
１
０
２
人
が
支
給
対

象
。
小
・
中
学
校
合
わ
せ

て
１
４
２
人
が
入
学
前
、

３
月
末
に
支
給
予
定
。

今
回
入
学
前
に
申
請
さ

れ
な
か
っ
た
方
に
つ
い
て

も
、
入
学
後
４
月
末
ま
で

申
請
・
認
定
さ
れ
た
場
合

は
「
新
入
学
児
童
生
徒
学

用
品
費
」
を
従
来
通
り
７

月
に
支
給
で
き
る
。
申
請

・
認
定
は
年
間
を
通
じ
て

随
時
可
能
で
あ
り
、
引
続

き
保
護
者
に
周
知
を
図
り

受
付
し
て
い
る
。

３
月
６
日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
で

日
本
共
産
党
の
菅
井
巌
議
員
は
、
生
活
困
窮
者
対
策
に

つ
い
て
市
当
局
の
対
応
を
質
し
ま
し
た
。

生
活
保
護
制
度
改
正
の
影
響
は

０
０
万
署
名
推
進
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
三
川
班

・
野
菊
班
・
医
療
生
協
班

か
ら
今
ま
で
の
活
動
で
の

奮
闘
ぶ
り
や
目
標
に
向
け

て
の
決
意
表
明
」
「
さ
ざ

ん
か
班
の
コ
ン
ビ
ニ
成
人

誌
の
調
査
と
撤
去
要
請
の

行
動
」
「
今
年
度
か
ら
開

始
さ
れ
る
特
別
な
教
科
道

徳
に
つ
い
て
危
険
性
を
含

ん
で
い
る
と
し
て
今
後
も

注
視
し
て
い
こ
う
」
な
ど

の
発
言
が
さ
れ
ま
し
た
。

坂
本
市
議
は
３
月
議
会

の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

特
別
決
議
と
し
て
「
安

倍
９
条
会
見
の
国
会
発
議

を
な
ん
と
し
て
も
ス
ト
ッ

プ
！
国
民
的
運
動
の
世
論

を
一
気
に
高
め
よ
う
」「
全

世
代
へ
の
負
担
増
と
な
る

消
費
税
増
税

％
、
社
会

10

保
障
大
改
悪
は
ゆ
る
さ
な

い
」
な
ど
が
全
会
一
致
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

新
年
度
役
員
と
し
て
支

部
長
に
高
橋
史
氏
、
副
支

部
長
に
五
十
嵐
み
ど
り

氏
、
事
務
局
長
に
梅
津
眞

弓
氏
、
事
務
局
次
長
に
佐

藤
真
知
子
氏
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

問

札
幌
市
で
の
生
活
困

窮
者
支
援
を
目
的
に
し
た

民
間
団
体
の
共
同
住
宅
が

全
焼
し
、

人
が
亡
く
な

11

っ
た
事
件
を
受
け
の
市
の

対
応
は
。

低
所
得
者
、
高
齢
者
、

障
害
者
な
ど
で
配
慮
の
必

要
な
集
合
住
宅
入
居
者
の

実
態
な
ど
、
福
祉
と
消
防

と
の
情
報
共
有
が
必
要
と

考
え
る
が
。

消
防
長

健
康
福
祉
部
と

連
携
し
約
６
０
０
人
の
単

身
高
齢
者
住
宅
の
防
火
指

導
等
を
行
っ
て
い
る

消
防
独
自
調
査
と
し
て

約
４
４
０
０
件
の
防
火
対

象
物
の
中
か
ら
、
同
じ
よ

う
な
状
況
の
も
の
を
拾
い

高
齢
低
所
得
者
の
集
合
住
宅
の
防
火
対
策
は

上
げ
る
作
業
を
行
っ
て
お

り
、
終
わ
り
次
第
「
立
ち

入
り
検
査
」
や
「
防
火
指

導
」
を
行
う
。

健
康
福
祉
部
職
員
が
訪

問
し
た
際
に
施
設
の
防
火

対
策
等
に
不
安
を
感
じ
た

場
合
、
情
報
を
共
有
し
、

必
要
な
対
策
を
と
る
こ
と

を
検
討
し
た
い
。

問

派
遣
切
り
、
家
族
の

事
情
な
ど
で
「
急
に
」
住

ま
い
を
失
う
「
住
宅
確
保

要
配
慮
者
」
に
つ
い
て
、

問
わ
れ
る
の
は
「
空
い
て

い
る
市
営
住
宅
に
、
正
式

な
住
ま
い
が
決
ま
る
ま
で

の
間
で
も
入
居
で
き
な
い

の
か
」
と
い
う
こ
と
。

現
在
、
市
営
住
宅
の
入

居
状
況
は
約

％
。
緊
急

84

的
な
「
住
宅
確
保
要
配
慮

者
」
に
つ
い
て
は
対
応
で

き
て
い
な
い
。

一
定
の
方
向
性
が
定
ま

る
ま
で
留
ま
れ
る
「
市
営

住
宅
」
の
確
保
、
市
有
財

産
を
活
用
し
た
「
一
時
宿

泊
の
福
祉
施
設
」
の
整
備

が
必
要
と
考
え
る
が
。

健
康
福
祉
部
長

生
活
困

窮
を
要
因
と
し
た
住
居
の

相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
、

福
祉
課
、
生
活
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
等
の
相
談
窓
口

で
対
応
し
て
い
る
。

「
今
日
泊
ま
る
場
所
も

な
い
」
と
い
っ
た
緊
急
の

場
合
に
は
、
生
活
保
護
申

請
と
同
時
に
、
担
当
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
が
市
内
の
不

動
産
業
者
に
直
接
交
渉
し

て
い
る
。
相
当
部
分
を
対

処
で
き
て
い
る
状
況
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
「
一
時
宿

泊
の
福
祉
施
設
」
と
し
て
、

市
営
住
宅
な
ど
を
生
活
困

窮
者
用
と
し
て
予
め
確
保

す
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と

は
現
時
点
で
は
考
え
て
い

な
い
。

新
日
本
婦
人
の
会
第
33

回
鶴
岡
支
部
大
会
が
３
月

日
、
鶴
岡
市
勤
労
者
会

25館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
「
軍
事
で
は

な
く
平
和
を
、
女
性
の
切

実
な
願
い
で
新
婦
人
い
ま

こ
そ
大
き
く
」
と
６
つ
の

議
案
が
提
案
さ
れ
「
３
０

農山漁村振興課入札結果

（ ）内は予定価格

3月22日入札分

・平成29年度油戸海岸離岸堤ブロック製作

工事(繰越明許）（由良地内）（入札7業者）

(株)山本組 12,000,000円（12,837,000円）

工期～7/31（落札率93.48％）

就
学
援
助
の
入
学
準
備
費
、
支
給
予
定
は


